
下水道事業計画区域外で合併処理浄化槽によるし尿及び雑排水の適正な処理を図り、もって公共用水域の水質保全と
生活環境の改善に寄与することを目的とする。

現在のところは、国・大阪府の補助金を受け入れ、限られた年間予算枠ではあるが、補助制度を継続する。

今後の
方向性

汚水（生活排水）の適正な処理を行う下水
安全安心都市

施
策
の
大
綱

環境経済部環境政策課

事業： 合併浄化槽設置費補助事業 0331

13

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

01第4章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

公共用水域の水質保全と生活環境の改善に寄与している。

B

公共用水域の水質保全と生活環境の改善に寄与しているため。

A
A

B

目

標

合併処理浄化槽設置費補助金の交付予定（予算目標）
　　５人槽332,000円×　１基
　　７人槽414,000円×１０基
　１０人槽548,000円×　１基

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

5,360

4,585

0.10

0.00

1,395

3,190

0

0

一人あたり

世帯あたり 113

49

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

3,853

1,592

2,261

0

0

3,853

0.00

0.00

81

35

732

-197

929

0

0

1,507

0.10

0.00

32

14

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

775

0

事業費（決算額） 4,585

0

0

3,853

775

0

732 (千円)

 (千円)

 (千円)
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